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エゾシカ協会

ニュースレターは年4回会員に情報季刊誌として発行いたします。

ご意見ご要望 掲載希望記事などございましたら 事務局までお知らせください。

発行 :エ ツシカ協会事務局

石狩郡当別町金沢166
ガラガーエイジ (株)内

電話 :01032‐ 5‐ 5533
FAX:01332‐ 2‐ 3013

ノMα 醜触 7銀
少しずつ春の足音が感じられる季節となりましたが、皆様いかがお過ごしですか。

1999年 2月 1日 より、いよいよエゾシカ協会が始動を始めました。エゾンカをとりまく

環境は、非常に厳しいものですが、皆様との一歩づつの着実な活動により解決していき

たいと思います。事務局ではようやくニュースレター創口l号を皆様にお届けできる運

びとなりました。エゾシカ協会の活動や成果のご紹介また会員の皆様の交流の場として

年 ,日回発行する予定です。ご意見やご要望など皆様の声を反映させていただきたいと思

いますので、よろしくお願い致 します。



会長ご挨拶

大 泰 司 紀 之

2月 1日 の設立以来、報道関係者との対応や、シカシンポジウム (3月 5日 、

札幌で開催)な どでの 「エゾシカ協会Jの アピールに追われています。協会
PRの場や,取材には出来る限り応じるようにしていますが、協会の設立が道
内のみならず全国的に注目されていることがマスコミとの対応を通じて、ひ

しひしと感じられます。

各部会で取 り組む内容のどの項目をとっても、難題が山積 しています。ほ

とんどが10年以上も前から先送 りされてきたもので、これらに一挙に取 り組

み、実現を第一とした総合的かつ柔軟なシステムに仕上げていくのは大変な
ことだと思います。

しかし、設立総会や第一回理事会で感じたことですが、会長はもたついて
いても、会員の皆様はやる気十分で,何とか実らせよう、というお気持ちが
よく分かりました。各部会の取 り組みがスター トするのと同時に、部会間の

連携を密にすれば、情報量が増え、アイデアが豊かになることでしょう。

来年度までに公益法人化させれば、各種事業に取り組みやすくなるでしょ

う。 「法人化されれば交通事故対策を依頼したい」という案件も持ち込まれ

ています。

目下の緊急案件である、鉛中毒対策のワーキンググループは既に動き出
し、弾頭ハンターご自身が取り替えるための道具 (リ ローディングキット)
を購入しました。講習会つきで貸 し出して、希望するハンターさんにはすぐ
に換えていただけることになりました。
これまで解決を拒んできた壁をのり越えて、一九となって前進しましょ

う。



第一回役員会の開催結果

開催日 :2月 24日  13:30～   至 北海道大学獣医学部
出席者 理事 :伊東、大泰司、金川、金、鈴木、佐藤、中島、西川、

事務局:井田、横山、    オブザーバー:石黒、

役員会における議題と決定事項をお知らせいたします。

1会則の決定
設立総会で出席された会員からの意見を反映し決定。

2活動計画と部会編成
直面している緊急課題が多いため、部会立ち上げを急ぐ。4月 中旬に初国会合

を開くこととし、事務的業務を早急に行う。部会は四部会に編成.各役員はそ
|   れぞれの部会に参加 (部会編成詳細についてはp4参照).
3鉛弾問題への対応
オジロワシ・オオワシ鉛中毒問題解決のためには、この春の有害鳥獣駆除に

対処する事が急務。銅弾用リローディングキッドを協会で一式購入することを

決定。使用方法に関する講習会を開催する他各猟友会支部に貸 し出すことを検

討 (講師や開催地などを今後検討)。 本問題では、北海道自然保護環境課及び

「ワシ類鉛中毒ネットワークJの活動と連携し取 り組むこととする。

4予算執行状況と計画について
協会バンフレット等は手作 リコピー版とし、その予算をリローディングキッ

ド購入及び事務局経費に充てることとする。

部会加入と第一回部会開催のご案内

役員会報告にありますように、会員の皆様には各部会に所属し活動 していただきた

とヽ考えております。原則的にご希望の音「会に所属していただきます。「部会編成」

ご覧の上、希望所属部会を事務局にまでお知らせください。各部会の活動内容は役

会において大筋で話し合われましたが、初会合におきましてさらに詳しく決定して

くヽことになります。大変お手数ですが、3月 31日 までに希望部会と初会合の出欠を

局までお知らせいただきますようお願い申しあげます。なお、第一回部会会合で

4っの部会は同時開催されますので、個人会員の皆様は一人一部会の参加を原則とさ

ていただきます。

第一回 エツシカ協会 部会会合 4月 14日 (水 )
13:00～ 16:00
場所 :かでる27 510会議室



エゾシカ

活動計画の方針として、現在までのところ、1保饉管理、2.農林業被害防止、
3シカ肉などの有効活用、4農山村地域の振興、5.協会活動の広報が挙げられ
ていますが、その中から、関連の深いものを再編成し、活動しやすくするため下記

のように4つの部会を立ち挙げることを決定しました。なお、5協会活動の広報に
関しては、当面事務局が担当いたします。

都会名と主な活動内容

―

   担当役員 ;鈴木 (北大)、 中島 (道猟友会)
1道の保護管理計画及び市町村等の有害駆除に対する協力
2狩猟関係法令の改訂 (予定)に対応した検討
3ハンターの育成

B.被害対策部会  担当役員 ;佐藤 (鹿牧場)
1農林業被害防止法の検討
2被害対策への指導助言
3交通事故対策への指導助言
4養鹿活動に対する指導助言

C.品質管理部会  担当役員 ,金川(獣医師会),伊東(鹿追農協),金(畜産公社)
1ハンティング・マニュアルの検討
2品質表示に関する検討
3衛生検査に関する検討

D有効活用システム化部会    担当役員 ;西川 (足寄町)
1有効活用肉の販路、消費拡大に向けた昨じ舌動の実施
2有効活用システムの検討
3エコ・ツーリズムの推進に関する検討
4地域におけるシカ肉料理の提供、加工製品販売促進についての検討

★協会員の興味や関連の深い部会を選び、加入希望部会を事務局までご連絡くださ

い。初回会合準備の都合上、3月 31日 ま重にご連絡いただきますようお願い致しま

す。
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2月 1日 のエゾシカ協会設立基調講演と北海道視察のため、英国シカ協会研究部長の

ディック・ヤンソン氏が来道されました。講演では興味深いスコットランドでの活動を

ご報告いただきました。

「北海道にはこれまでスコットランドが抱えてきた問題と同じ様な問題が多くの状況

ドで、現在起こっています。両国とも農林業などの経済的なものだけでなく、自然遺産

などにも深刻な被害が潜在的にあり、今後両協会で正当な対応が必要だと考えていま

す。その中でも特にエゾシカ協会がまず行うべき今後の活動について私は以下のように

考えております。

1手法、法律、地域独自の計画の必要性 .

2協会を運営していく上で、農業、林業、環境に関わる各省庁からの予算が必要。

3北海 lti全域をカバーできるようなハンティンググループの育成。

4効率的な有害鳥獣駆除のため、夜のハンティングの必要性。

5主要な農作物を守るため、シカ個体群が減少するまでシカの捕獲が必要。

6在来種以外のシカ導入の禁止。特にエゾシカと近縁で体格的にもlFい アカシカは、

絶対に北海道に導入するべきではない。 (導入すればかならず、逃げ在来種の脅威

になることは、スコットランドの苦い経験から必至です。 )

7シカ肉の市場の基盤整備。

これまでの北海道の方々の御苦労と貴重な経験による英知を出し合い、問題解決へ立

ち向かう力に期待 しております。今後の私たち英 lTlシカ協会との姉妹関係を発展させて

いくことを希望 してお ります。」 (2月 1日 基調講演より抜粋 )

ヤンソン氏は札1幌での講演の後、道東を訪れエゾシカと

生息環境をご視察されました。事務局には、道東での被害

問題の深刻さとその解決策の必要性、英国シカ協会とエゾ

シカlt」会の姉妹関係の重要性、そして、対応いただいた道

束の皆様への感謝を記した礼状が届いております。
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会員募集中 !!

エゾシカ協会では会員を募集 しておりま

す。エゾシカとの共存を考え、行動したい

と考えている方、当協会の主旨にご賛同頂

ける方をご紹介いただきますようお願い致

します。会員・部会申込用紙に必要事項を

ご記入の上、お申し込みください。協会活

動は皆様の会費により運営されておりま

す。

申込先 エゾシカ協会 事務局
石狩郡当別町金沢 166

ガラガーエイジ (株)内
電話 101332-5-5533
Rヽさ( :01332-2-3013

振込先銀行 北海道銀行 当別支店
口座番号 普通 0597453
口座名義 エゾシカ協会 事務局

事務局では部会運営、協会運営を効率

良く行う 卜で、会員の皆様の情報を管理

させていただいております。すでに入会

のお申し込みをされている方でも同封の

の部会申込用紙にある必要事項をまだご

記入でない方は、大変お手数ですがもれ

なくご.・L入の上、事務局まで郵送または

さヽ していただきますようお願い申しあ

げます。なお、会員情報は事務局が厳重

に管理いたします。

編集後記
・創刊号はいかがだったでしょうか。連絡事項が大変多く、事務的な内容ばかりになって

しまいましたが、次号からは各部会の活動報告や意見交換など、盛 り込んでいきたいと思

います。設立されたばかりで、当分手作 りのレターとなり不十分な点も多いかと思いま

が、よろしくお願い致します。

・年4回、3,6,9,12月 に発行予定です。次号は6月 中旬の予定です。

特別販売のご案内

「エゾシカ協会Jの設立趣旨を詳述した本

エゾシカを食卓ヘ  ョーロッパに学ぶシカ類の有効活用

定lh(本体2,800円 +税 140円 )2,940円 をエゾシカ協会関係者に限り著者割引いた
します。 送料税込みにて、1冊 2,700円、2～8冊の場合1冊当たり2,500円 、9冊以上の
場合1冊当たり2,400円で販売いたします。 Rいくでお申し込み頂ければ、請求書を付
して書籍小包 (1～ 8冊 )、 又は宅急便 (9冊以上)でお送りいたしますので、到着後
指定の銀行日座に料金をお支払いお願いいたします。

Rやく番号 :011-706-5569 エゾシカ協会 書籍部 宛
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